
私
の
通
学
路

絵

　段
上
小
学
校

１
年

　上こ
う
づ
き月

彩い
ろ
は花

「
楽
し
い
学
校
」

街
か
ど
の
ス
ケ
ッ
チ

　中
学
３
年
生
の
初
め
に
他
県
か

ら
仁
川
沿
い
の
家
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
引
っ
越
し
て
き
て
か

ら
２
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　中
学
３
年
生
の
時
は
甲
東
園
に

あ
る
駅
前
の
塾
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
１
日
中
塾
に
居
る
時
や
空
腹

時
に
は
、
阪
急
甲
東
園
駅
の
周
辺

に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
ご
飯

を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
種
類
の
お
店
が
あ
り
、
食
事
に

は
飽
き
な
か
っ
た
の
が
良
か
っ
た

で
す
。
今
で
も
甲
東
園
に
行
く
と
、

受
験
生
だ
っ
た
頃
を
思
い
出
し
ま

す
。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
駅
の
周

辺
で
す
。

　塾
や
周
り
の
環
境
の
お
か
げ
も

あ
り
、
第
一
志
望
の
市
立
西
宮
高

校
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
入
学
し
て
か
ら

１
年
弱
が
過
ぎ
ま
し
た
。
友
達
に

も
恵
ま
れ
、
毎
日
部
活
動
に
勉
強

と
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
通
学
路
に
も
慣
れ
ま

し
た
。
気
に
入
っ
て
い
る
の
で
少

し
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　仁
川
沿
い
に
家
が
あ
る
の
で
、

仁
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら

自
転
車
を
こ
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
下
流
か
ら
上
流
に
向
か

う
た
め
傾
斜
が
あ
り
大
変
で
す
が
、

仁
川
の
水
量
が
多
か
っ
た
り
少
な

か
っ
た
り
、
水
が
流
れ
て
い
な
い

時
も
あ
り
、
毎
日
違
っ
た
顔
を
見

せ
て
く
れ
る
の
で
変
化
を
楽
し
み

な
が
ら
こ
い
で
い
ま
す
。

　阪
急
仁
川
駅
の
前
で
は
小
学
生

か
ら
会
社
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方

と
す
れ
違
う
の
で
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
元
気
を
も
ら
え

ま
す
。
踏
切
を
待
つ
間
は
嫌
だ
な

あ
と
思
い
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
す

が
、
電
車
が
通
っ
た
時
に
阪
急
電

車
の
マ
ル
ー
ン
カ
ラ
ー
と
仁
川
が

絵
に
な
る
な
と
感
じ
る
時
が
あ
り

ま
し
た
。

　仁
川
沿
い
か
ら
離
れ
、
短
い
坂

を
登
り
ま
す
。
そ
の
日
の
気
分
に

よ
っ
て
関
西
学
院
大
学
の
前
を
通

っ
た
り
、
甲
陵
中
学
校
の
前
を
通

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
関
西
学
院

大
学
の
前
で
は
バ
ス
や
車
、
人
が

行
き
来
し
て
お
り
、
活
気
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
甲

陵
中
学
校
と
県
立
西
宮
高
校
の
前

で
は
吹
奏
楽
部
の
楽
器
の
音
が
聞

こ
え
て
く
る
の
で
、
少
し
優
雅
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　こ
こ
を
抜
け
る
と
下
り
坂
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
学
校
に
着
き
ま

す
。
自
然
豊
か
で
人
々
の
活
気
を

感
じ
な
が
ら
通
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

仁
川
町

　Ｍ
・
Ａ

エッセイ
わたしの甲東
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※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

お
わ
び
と
訂
正

 

『
宮
っ
子
』令
和
６
年
11・
12
月
号
の

５
ペ
ー
ジ
の
地
図
記
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
左
の
図
の

通
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

☆
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ひ
み
つ

日
時

　 ３
月
10
日
㈪

講
師

　Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ
認
定

　
　
　ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト

森
　と
も
み
氏

場
所

　第
２
集
会
室

定
員

　10
人

材
料
費

　１
０
０
０
円（
当
日
集
金
）

申
し
込
み

　 ２
月
17
日
㈪

☆
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト

日
時

　 ３
月
23
日
㈰（

開
場
13
時
）

出
演

　関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

場
所

　講
堂

定
員

　当
日
先
着
80
人

段
上
公
民
館

�

☎
53
・
0
9
3
1

☆�

は
な
し
に
な
ら
な
い
話

　～
あ
な
た
の
歯
磨
き
は

間
違
っ
て
い
る
か
も
～

日
時

　１
月
27
日
㈪

講
師

　歯
科
医

　井
藤

　寛
治
氏

定
員

　40
人

申
し
込
み

　事
前
申
し
込
み
不
要

持
ち
物

　歯
ブ
ラ
シ

☆
質
の
良
い
睡
眠
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
運
動
講
座

　～
背
骨
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

自
律
神
経
を
整
え
よ
う
～

日
時

　２
月
13
日
㈭

講
師

　

Sintex® 

認
定
ト
レ
ー
ナ
ー

繁
田
　み
の
り
氏

定
員

　30
人

申
し
込
み

　事
前
申
し
込
み
不
要

☆
ザ
・
コ
ン
サ
ー
ト

　〟心
躍
ら
す

 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
〝

日
時

　 ３
月
16
日
㈰

演
奏
者

　イ
サ
ジ
ャ
ミ
ン
グ
氏

定
員

　60
人

申
し
込
み

　事
前
申
し
込
み
不
要

☆
子
供
乗
馬
教
室

　～
初
め
て
の
人
た
ち
の
た
め
の

乗
馬
教
室
～

日
時

　 ３
月
27
日
㈭

講
師

　阪
神
競
馬
場

　
　
　乗
馬
セ
ン
タ
ー
指
導
員

定
員

　 ９
人

対
象

　小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生

申
し
込
み

　来
館
受
付

　
　
　３
月
５
日
㈬

受
付
後
抽
選
と
な
り
ま
す

�

☎
51
・
3
7
4
8

☆
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」

　～
蔦つ

た
じ
ゅ
う重

栄え
い
が華

乃の

夢ゆ
め

噺ば
な
し

～

日
時

　 １
月
19
日
㈰

講
師

　
元
西
宮
市
立
西
宮
東
高
校 

教
頭

　霜
澤

　喜
代
子
氏

場
所

　講
堂

定
員

　当
日
先
着
60
人

☆
展
覧
会
が
10
倍
面
白
く
な
る

ア
ー
ト
鑑
賞
講
座

日
時

　 ２
月
９
日
㈰
⓭
時
㉚
分
　

　
　～
⓯
時

講
師

　ア
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

　
　
　美
術
検
定
１
級

薮
田

　雪
子
氏

場
所

　講
堂

定
員

　当
日
先
着
50
人

甲
東
公
民
館

高
木
公
民
館

�

☎
65
・
1
5
6
9

☆
み
ん
な
で
あ
そ
べ
る
ゲ
ー
ム

日
時

　１
月
13
日

講
師

　
武
庫
川
女
子
大
学
の
皆
さ
ん

場
所

　 3
階
講
堂

定
員

　40
人

参
加
費

　無
料

申
し
込
み

　公
民
館
に
問
い
合
わ
せ
て

　
　
　く
だ
さ
い

☆
人
形
浄
瑠
璃
の
源
流

　〟え
び
す
か
き
〝
継
承

日
時

　２
月
16
日
㈰

出
演

　人
形
芝
居
え
び
す
座

太
夫

　
　松
田

　恵
司
氏

囃は
や
し子
方

　細
井

　泰
江
氏

場
所

　3
階
講
堂

定
員

　当
日
先
着
60
人

参
加
費

　無
料

☆
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

　「大
な
わ
」

日
時

　１
月
27
日
㈪
16
時
30
分
～

１
月
28
日
㈫
16
時
30
分
～

１
月
29
日
㈬
16
時
30
分
～

対
象

　小
学
生

☆
は
じ
め
ま
し
て

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

日
時

　 ２
月
20
日
㈭

対
象

　令
和
６
年
８
月
１
日
以
降

　
　
　生
ま
れ
の
子
と
母
親

　
　
　（初
参
加
優
先
）

　
　
　１
歳
以
上
の
き
ょ
う
だ
い

　
　
　の
参
加
不
可

申
し
込
み

　オ
ン
ラ
イ
ン

段
上
児
童
館

�

☎
53
・
8
3
0
3

☆
よ
ち
よ
ち
広
場

　「生
活
習
慣
に
つ
い
て
」

日
時

　１
月
21
日
㈫

対
象

　０
～
２
歳

申
し
込
み

　オ
ン
ラ
イ
ン

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

⓾
時
～

⓫
時
㉚
分

12
時
㉚
分

～
13
時

⓾
時
㉚
分
～

⓫
時
㉚
分

⓾
時
㉚
分
～

⓫
時
㉚
分

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

約
１
時
間

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

12
時
～

12
時
㉚
分

文
●

●

●

●

甲東小学校

保
幼
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と
も
に
生
き
る

と
も
に
生
き
る

 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

　昨年11月２日、    ノ口
小学校体育館でひのくち
のつどい「長寿を祝う会」
が開催されました。
　悪天候にもかかわらず、
幅広い年代の地域の人た
ち、スタッフの約200人
が集まり、会場は大盛況
でした。

　クラシックから始まり、日本の四季を彩る曲、JAZZや懐かしい歌謡曲
など、多彩なジャンルを織り交ぜて披露されました。
　会場は、スタンディングオベーションが起こるほどの盛り上がりで、
ダブルアンコールの最後の曲には、樋ノ口小学校校歌が演奏されました。
素晴らしいステージは、惜しみない拍手が送られる中で幕を閉じました。
　長寿のお祝いに「音楽」というすてきな贈り物が届きました

〈ミ・べモル サクソフォンアンサンブル〉
　「世界最高峰」と称されるサクソフォン（サックス）だけによるプロ楽団で、
イベントでは、５種類のサクソフォンを使用して演奏されました。音が重なる
ことで、オーケストラのような迫力を感じたり、優雅さや繊細さが伝わって
きたりと、五感が満たされて心豊かになるぜいたくなひとときでした。

　今回は、  　ノ口地区社会
福祉協議会と（公財）西宮
市文化振興財団「おさんぽ
アミティ」との共同主催で
開催されました。
　ゲストに「ミ・べモル 
サクソフォンアンサンブル」
の20人を迎え、音楽で長寿
を祝いました。

と
も
に
生
き
る

と
も
に
生
き
る

 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

45周年記念コンサート45周年記念コンサート45周年記念コンサート45周年記念コンサート

◀聞き入る参加者たち

詩吟を歌う吉田紫右さん。深みの
ある低音の声が魅力的

◀当日の演目
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　


〈ミ・べモル サクソフォンアンサンブル〉

長長寿寿をを祝祝うう会会

『宮っ子 』café
      もあります

お楽しみに
！

コンサート終了後よりOPENしますコンサート終了後よりOPENします

【 ひのくちのつどい】
in 樋ノ口小学校体育館

長寿を祝う会

　「世界最高峰」と称されるサクソフォン（サックス）だけによるプロ楽団で、
イベントでは、５種類のサクソフォンを使用して演奏されました。音が重なる

きたりと、五感が満たされて心豊かになるぜいたくなひとときでした。

▲ラヴェルの『ボレロ』を演奏しながら登場！

▲重厚感のあるバリトン＆バスの低音

▼ 西宮から能登半島へ思いが届きますように

▶

 
ミ
・
べ
モ
ル

　サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
皆
さ
ん

▶

 
音
域
の
違
う
い
ろ
い
ろ
な

　種
類
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

▼おはぎ作りチームの皆さん

▲ラヴェルの『ボレロ』を演奏しながら登場！

の
皆
さ
ん

心を揺さぶられる演奏に
　　終始魅了される来場者　　終始魅了される来場者

入場無料

　介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
Ｌ
ｅ

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ（
ル
モ
ン
ド
）で
は
、

毎
月
１
回
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
催
し
が
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
催
し
は
、
介
護
福
祉
士
の

松
田
節
子
さ
ん
が
、
ル
モ
ン
ド
に

入
居
す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
健

康
増
進
や
笑
顔
に
つ
な
が
れ
ば
と
、

令
和
２
年
春
ご
ろ
か
ら
甲
東
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
働

き
か
け
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
令

和
３
年
９
月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　昨
年
10
月
16
日
に
は
、
樋
ノ
口

町
在
住
の
紫し

し
ゅ
う洲
流
・
吉
田
紫し

ゆ
う右
さ

ん
に
よ
る
「
詩
吟
の
世
界
」
に
触

れ
る
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
詩
吟
の
世
界
」を
楽
し
も
う
♬

　独
特
の
節
回
し
で
、
詩
の
感
情

を
大
き
な
声
で
リ
ズ
ム
を
付
け
な

が
ら
表
現
す
る
詩
吟
に
、
約
20
人

の
参
加
者
は
、
手
元
の
歌
詞
を
目

で
追
い
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　最
後
に
は

ア
ン
コ
ー
ル

が
あ
り
、「
風

林
火
山
」
が

リ
ク
エ
ス
ト

さ
れ
、
吉
田

さ
ん
の
詩
吟

に
合
わ
せ
て

一
緒
に
口
ず

さ
む
人
や
首

を
動
か
し
な

が
ら
リ
ズ
ム
を
取
る
人
な
ど
、
和

や
か
な
空
気
の
中
で
個
々
に
楽
し

む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　施
設
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
働

で
行
う
催
し
は
、
地
域
と
の
結
び

つ
き
が
増
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
場

も
広
が
っ
て
、

そ
こ
に
集
う

人
た
ち
の
喜

び
や
笑
顔
に

も
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　会場内では、「能登半島地震復
興支援」のお菓子やサコッシュの
販売、「赤い羽根共同募金」のガ
チャガチャマシーン、「ふれぼの」
「青葉園」「チームりんりん」によ
るバザーが行われました。

また、帰り際には、地域ボランティアの皆さんが、朝早くから
作った600個のおはぎが、来場者へお土産として配られました。
随所に思いやりや優しさがあふれたイベントとなりました。

日時 ／ ２月２２日（土）
　　　　　　開演 １３：３０  〈開場 １３：００〉
場所 ／ アプリ甲東４階  甲東ホール
定員 ／ 230人（先着順） ３歳以下は保護者のひざ上で鑑賞  
対象 ／ 『宮っ子』ふるさと甲東 配布地域住民
出演 ／ ミ・ベモル サクソフォンカルテット
　　　　　打楽器アンサンブルユニットROOMs
　　　　　　（マリンバ・ビブラフォン・ドラム）
備考 ／ 当日、入場整理券（１人１枚）を配布
　　　　　　＊配布時間 ／ １２：３０～
　　　　　　＊配布場所 ／ アプリ甲東４階 甲東ホール

　　 定員になり次第、入場をお断りする場合があります。
        ご了承ください。

問い合わせ先 ／ 山﨑　0798-53-4591
　　　　　　　  川東（樋ノ口ボランティアセンター）
　　　　　　　           080-6132-3730
主催 ／ 甲東コミュニティ委員会
企画・協力 ／ （公財）西宮市文化振興財団
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　昨年11月２日、    ノ口
小学校体育館でひのくち
のつどい「長寿を祝う会」
が開催されました。
　悪天候にもかかわらず、
幅広い年代の地域の人た
ち、スタッフの約200人
が集まり、会場は大盛況
でした。

　クラシックから始まり、日本の四季を彩る曲、JAZZや懐かしい歌謡曲
など、多彩なジャンルを織り交ぜて披露されました。
　会場は、スタンディングオベーションが起こるほどの盛り上がりで、
ダブルアンコールの最後の曲には、樋ノ口小学校校歌が演奏されました。
素晴らしいステージは、惜しみない拍手が送られる中で幕を閉じました。
　長寿のお祝いに「音楽」というすてきな贈り物が届きました

〈ミ・べモル サクソフォンアンサンブル〉
　「世界最高峰」と称されるサクソフォン（サックス）だけによるプロ楽団で、
イベントでは、５種類のサクソフォンを使用して演奏されました。音が重なる
ことで、オーケストラのような迫力を感じたり、優雅さや繊細さが伝わって
きたりと、五感が満たされて心豊かになるぜいたくなひとときでした。

　今回は、  　ノ口地区社会
福祉協議会と（公財）西宮
市文化振興財団「おさんぽ
アミティ」との共同主催で
開催されました。
　ゲストに「ミ・べモル 
サクソフォンアンサンブル」
の20人を迎え、音楽で長寿
を祝いました。

と
も
に
生
き
る

と
も
に
生
き
る

 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

45周年記念コンサート45周年記念コンサート45周年記念コンサート45周年記念コンサート

◀聞き入る参加者たち

詩吟を歌う吉田紫右さん。深みの
ある低音の声が魅力的

◀当日の演目
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〈ミ・べモル サクソフォンアンサンブル〉

長長寿寿をを祝祝うう会会

『宮っ子 』café
      もあります

お楽しみに
！

コンサート終了後よりOPENしますコンサート終了後よりOPENします

【 ひのくちのつどい】
in 樋ノ口小学校体育館

長寿を祝う会

　「世界最高峰」と称されるサクソフォン（サックス）だけによるプロ楽団で、
イベントでは、５種類のサクソフォンを使用して演奏されました。音が重なる

きたりと、五感が満たされて心豊かになるぜいたくなひとときでした。

▲ラヴェルの『ボレロ』を演奏しながら登場！

▲重厚感のあるバリトン＆バスの低音

▼ 西宮から能登半島へ思いが届きますように

▶
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▼おはぎ作りチームの皆さん

▲ラヴェルの『ボレロ』を演奏しながら登場！
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心を揺さぶられる演奏に
　　終始魅了される来場者　　終始魅了される来場者

入場無料
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　会場内では、「能登半島地震復
興支援」のお菓子やサコッシュの
販売、「赤い羽根共同募金」のガ
チャガチャマシーン、「ふれぼの」
「青葉園」「チームりんりん」によ
るバザーが行われました。

また、帰り際には、地域ボランティアの皆さんが、朝早くから
作った600個のおはぎが、来場者へお土産として配られました。
随所に思いやりや優しさがあふれたイベントとなりました。

日時 ／ ２月２２日（土）
　　　　　　開演 １３：３０  〈開場 １３：００〉
場所 ／ アプリ甲東４階  甲東ホール
定員 ／ 230人（先着順） ３歳以下は保護者のひざ上で鑑賞  
対象 ／ 『宮っ子』ふるさと甲東 配布地域住民
出演 ／ ミ・ベモル サクソフォンカルテット
　　　　　打楽器アンサンブルユニットROOMs
　　　　　　（マリンバ・ビブラフォン・ドラム）
備考 ／ 当日、入場整理券（１人１枚）を配布
　　　　　　＊配布時間 ／ １２：３０～
　　　　　　＊配布場所 ／ アプリ甲東４階 甲東ホール

　　 定員になり次第、入場をお断りする場合があります。
        ご了承ください。

問い合わせ先 ／ 山﨑　0798-53-4591
　　　　　　　  川東（樋ノ口ボランティアセンター）
　　　　　　　           080-6132-3730
主催 ／ 甲東コミュニティ委員会
企画・協力 ／ （公財）西宮市文化振興財団
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広告

小学生・中学生　　見学自由・体験無料　　甲東小学校北門すぐ
受験対策・先取り学習・宿題補講・自習　講師は全員現役関学生！！

◆放課後等デイサービス◆ 放課後 スクール いつざいや
～学習習慣が自然に身につく！！最先端リード法採用～

発達障害・多動・学習障害のお子様、塾や習い事との併用も大歓迎！

【逸材屋・本店】 ☎ 0120−214−620 mstage@mstage-itsu.jp
広告

〒662－8023
西宮市神呪町5-26

新年に見直す 防犯のポイント
2025年

新年に見直す 防犯のポイント
詐欺被害ゼロを目指して！

新年に見直す 防犯のポイント
　令和６年、西宮市における特殊詐欺被害件数は90件以上となり、被害額も2.6億円（令和６年10月末暫定値）
を超えました。これは兵庫県内ワースト１位の被害状況です。新年を迎える今こそ防犯意識を高め、地域全
体で安全な１年を目指しましょう。

　「オレオレ詐欺」や「還付金詐欺」など、名前は聞いたことが
あっても、実態はよく分からない人もいるかもしれません。
防犯の第一歩として、どのような手口で詐欺が行われるか
を知りましょう。

意外と知らない？詐欺の実態

　市役所や税務署、年金機構などの公的機関を名乗
る者が「還付金があります。今すぐ近くのATMで手
続きが必要です」と言い、被害者にATMを操作さ
せて振り込ませる手口です。この詐欺では、
「還付金」以外にも「払い戻し」
や「給付」「返金」といった言葉
が使われる場合があります。
特にATMが無人になる夕方や
土曜日に発生するケースが多
く、注意が必要です。

「オレオレ詐欺」や「還付金詐欺」は何年も前からあった
と思います。いまだになくならないのですか？
昔とは内容が変わっているのでしょうか？

犯人の手口は以前から大きな変化はありません。し
かし、詐欺にはさまざまな種類があり、その時々で
はやりがあります。例えば、少し前はサポート詐欺と

呼ばれる、パソコンの画面に「ウイルス感染」、スマートフォン
の画面に「料金未納」などのメッセージを表示し、被害者を
不安にさせて金銭をだまし取る手口が多く、現在は、還付金
詐欺が増加しています。常に詐欺被害に遭う恐れを意識して
おくことが大切です。

詐欺被害に遭いやすいのは高齢者ですか？

オレオレ詐欺や還付金詐欺などの被害は高齢
者が多いですが、高齢者以外も詐欺被害に遭
う恐れは十分あります。

例えば、最近増えている「SNS 型投資詐欺」や「ロマ
ンス詐欺」は、10～80代と幅広い年代に被害が出てい
ます。年代に関わらず、詐欺被害防止への意識を高め
ましょう。

「還付金がある」と電話があったのに、最終的に犯人
にお金を振り込んでしまうのはなぜですか？ ATM
を操作している途中で気付かないのですか？

実際に被害に遭った人の話では、電話で「この番号
を入力して」「このボタンを押して」と次々に指示が
くるため、言われるままに指示に従っていたらいつ
の間にか犯人の口座にお金を振り込んでしまってい
たそうです。ATMの操作に慣れている人でも被害に
遭っており、油断できません。

　警察官や銀行、大手百貨店の
職員を装った人物から電話があ
り、「キャッシュカードが不正に
利用されています」などと説明
します。電話の後、「キャッシュカード
の確認に伺います」と言って、警察官
や銀行職員を装った犯人が自宅を訪問
します。そして、被害者が目を離した隙にあらかじ
め用意していた偽のカードと本物のカードをすり替
え、口座から現金を引き出します。

　自宅の固定電話に、息子を名乗る人物から電話が
かかってきます。本当の息子とは電話番号も声も違
うはずですが、「携帯電話が変わった」「風邪で喉の調
子が悪い」と言って本人だと信じ込ませます。

　そして「女性を妊娠させてしまい、
示談金が必要だ」などと言葉巧みに
話し、お金を準備させます。指定した
場所までお金を持ってきてほしいと
指示し、そこに弁護士や知人を装った
人物が現れてお金を受け取ります。

　警察を名乗る人物から「あなた
の口座のお金が犯罪に使われまし
た。このままだと詐欺グループに

加担したことになる」といった電話がかかっ
てきます。そして、「電話で取り調べを行う」
と言って口座情報を聞き出そうとします。
　中には、相手がLINEのIDを送ってきて、
ビデオ通話を要求するケースもあります。

ビデオ通話が始まると、警察の制服を着た人物が警察
手帳や逮捕状を見せ、本物の警察だと信じ込ませよ
うとします。

還付金詐欺

キャッシュカード詐欺盗

オレオレ詐欺

最近急増している手口

　市役所や税務署、年金機構などの公的機関を名乗

　警察官や銀行、大手百貨店の

　自宅の固定電話に、息子を名乗る人物から電話が

せて振り込ませる手口です。この詐欺では、

します。電話の後、「キャッシュカード
の確認に伺います」と言って、警察官

　そして「女性を妊娠させてしまい、
示談金が必要だ」などと言葉巧みに

場所までお金を持ってきてほしいと
指示し、そこに弁護士や知人を装った
人物が現れてお金を受け取ります。

します。そして、被害者が目を離した隙にあらかじ

電話でお金やカードの話をされたら、すぐに電話を切って家族や警察に相談しましょう！！

詐欺被害に遭わないために！
“ 固定電話スリーガード作戦 ”

　詐欺の犯人から掛かってきた電話を取らなければ、詐欺被害に遭うこ
とはありません。そのためにも、兵庫県警察が推進している「固定電
話スリーガード作戦」を実践しましょう。

着信前自動警告機能と自動録音機能がある電話機を使う
　「この通話は迷惑電話防止のために録音されます」とアナウンスが流されたり、通話の内容を自動で
録音したりする機能がついた電話機を使用しましょう。詐欺の犯人は、自分の声を録音されるのを嫌が
るため、詐欺の防止につながります。

ナンバー・ディスプレイ、ナンバー・リクエストを活用する
　NTT西日本では、70歳以上の契約者、また70歳以上の人と同居している契約者に対してナンバー・
ディスプレイ、ナンバー・リクエストを無料で提供しています。これらを活用し、知らない番号からの
電話には応対しないようにしましょう。

国際電話の利用を止める
　国際電話を使う必要がない人は、利用を休止しましょう。特殊詐欺の犯行に多く使われている海外から
の着信をブロックできます。申し込み・問い合わせは国際電話不取扱受付センター（0120-210-364）まで。
オペレーター案内：平日９時～17時／自動音声案内：平日・土日祝24時間

詐欺に関して「聞きたい！」あれこれ
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詐欺被害に遭いやすいのは高齢者ですか？
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A 　年末年始は家族の集まりが増える時期
です。この機会に、お互いが電話で話す
際に本人だと確認できる「合言葉」を決め
たり、固定電話の機能やサービスの見直
しを行ったりと、家族みんなで防犯対策
に取り組みましょう。
取材協力：兵庫県西宮警察署 生活安全第一課

&

SNS型投資詐欺 ロマンス詐欺
SNSを利用して、うその
投資話を持ちかけ金銭を
だまし取る。偽の広告や、
著名人を名乗る人物から
突然DMが来て、うその
投資話を持ちかけられる。

SNSや出会い系サイトで信頼
関係を築いた後、「家族が病気
で治療費が必要」「２人の結婚
資金をためよう」などと言って
金銭を要求する。海外在住者
や高所得者だと名乗る場合が
多い。
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広告

小学生・中学生　　見学自由・体験無料　　甲東小学校北門すぐ
受験対策・先取り学習・宿題補講・自習　講師は全員現役関学生！！

◆放課後等デイサービス◆ 放課後 スクール いつざいや
～学習習慣が自然に身につく！！最先端リード法採用～

発達障害・多動・学習障害のお子様、塾や習い事との併用も大歓迎！

【逸材屋・本店】 ☎ 0120−214−620 mstage@mstage-itsu.jp
広告

〒662－8023
西宮市神呪町5-26

新年に見直す 防犯のポイント
2025年

新年に見直す 防犯のポイント
詐欺被害ゼロを目指して！

新年に見直す 防犯のポイント
　令和６年、西宮市における特殊詐欺被害件数は90件以上となり、被害額も2.6億円（令和６年10月末暫定値）
を超えました。これは兵庫県内ワースト１位の被害状況です。新年を迎える今こそ防犯意識を高め、地域全
体で安全な１年を目指しましょう。

　「オレオレ詐欺」や「還付金詐欺」など、名前は聞いたことが
あっても、実態はよく分からない人もいるかもしれません。
防犯の第一歩として、どのような手口で詐欺が行われるか
を知りましょう。

意外と知らない？詐欺の実態

　市役所や税務署、年金機構などの公的機関を名乗
る者が「還付金があります。今すぐ近くのATMで手
続きが必要です」と言い、被害者にATMを操作さ
せて振り込ませる手口です。この詐欺では、
「還付金」以外にも「払い戻し」
や「給付」「返金」といった言葉
が使われる場合があります。
特にATMが無人になる夕方や
土曜日に発生するケースが多
く、注意が必要です。

「オレオレ詐欺」や「還付金詐欺」は何年も前からあった
と思います。いまだになくならないのですか？
昔とは内容が変わっているのでしょうか？

犯人の手口は以前から大きな変化はありません。し
かし、詐欺にはさまざまな種類があり、その時々で
はやりがあります。例えば、少し前はサポート詐欺と

呼ばれる、パソコンの画面に「ウイルス感染」、スマートフォン
の画面に「料金未納」などのメッセージを表示し、被害者を
不安にさせて金銭をだまし取る手口が多く、現在は、還付金
詐欺が増加しています。常に詐欺被害に遭う恐れを意識して
おくことが大切です。

詐欺被害に遭いやすいのは高齢者ですか？

オレオレ詐欺や還付金詐欺などの被害は高齢
者が多いですが、高齢者以外も詐欺被害に遭
う恐れは十分あります。

例えば、最近増えている「SNS 型投資詐欺」や「ロマ
ンス詐欺」は、10～80代と幅広い年代に被害が出てい
ます。年代に関わらず、詐欺被害防止への意識を高め
ましょう。

「還付金がある」と電話があったのに、最終的に犯人
にお金を振り込んでしまうのはなぜですか？ ATM
を操作している途中で気付かないのですか？

実際に被害に遭った人の話では、電話で「この番号
を入力して」「このボタンを押して」と次々に指示が
くるため、言われるままに指示に従っていたらいつ
の間にか犯人の口座にお金を振り込んでしまってい
たそうです。ATMの操作に慣れている人でも被害に
遭っており、油断できません。

　警察官や銀行、大手百貨店の
職員を装った人物から電話があ
り、「キャッシュカードが不正に
利用されています」などと説明
します。電話の後、「キャッシュカード
の確認に伺います」と言って、警察官
や銀行職員を装った犯人が自宅を訪問
します。そして、被害者が目を離した隙にあらかじ
め用意していた偽のカードと本物のカードをすり替
え、口座から現金を引き出します。

　自宅の固定電話に、息子を名乗る人物から電話が
かかってきます。本当の息子とは電話番号も声も違
うはずですが、「携帯電話が変わった」「風邪で喉の調
子が悪い」と言って本人だと信じ込ませます。

　そして「女性を妊娠させてしまい、
示談金が必要だ」などと言葉巧みに
話し、お金を準備させます。指定した
場所までお金を持ってきてほしいと
指示し、そこに弁護士や知人を装った
人物が現れてお金を受け取ります。

　警察を名乗る人物から「あなた
の口座のお金が犯罪に使われまし
た。このままだと詐欺グループに

加担したことになる」といった電話がかかっ
てきます。そして、「電話で取り調べを行う」
と言って口座情報を聞き出そうとします。
　中には、相手がLINEのIDを送ってきて、
ビデオ通話を要求するケースもあります。

ビデオ通話が始まると、警察の制服を着た人物が警察
手帳や逮捕状を見せ、本物の警察だと信じ込ませよ
うとします。

還付金詐欺

キャッシュカード詐欺盗

オレオレ詐欺

最近急増している手口

　市役所や税務署、年金機構などの公的機関を名乗

　警察官や銀行、大手百貨店の

　自宅の固定電話に、息子を名乗る人物から電話が

せて振り込ませる手口です。この詐欺では、

します。電話の後、「キャッシュカード
の確認に伺います」と言って、警察官

　そして「女性を妊娠させてしまい、
示談金が必要だ」などと言葉巧みに

場所までお金を持ってきてほしいと
指示し、そこに弁護士や知人を装った
人物が現れてお金を受け取ります。

します。そして、被害者が目を離した隙にあらかじ

電話でお金やカードの話をされたら、すぐに電話を切って家族や警察に相談しましょう！！

詐欺被害に遭わないために！
“ 固定電話スリーガード作戦 ”

　詐欺の犯人から掛かってきた電話を取らなければ、詐欺被害に遭うこ
とはありません。そのためにも、兵庫県警察が推進している「固定電
話スリーガード作戦」を実践しましょう。

着信前自動警告機能と自動録音機能がある電話機を使う
　「この通話は迷惑電話防止のために録音されます」とアナウンスが流されたり、通話の内容を自動で
録音したりする機能がついた電話機を使用しましょう。詐欺の犯人は、自分の声を録音されるのを嫌が
るため、詐欺の防止につながります。

ナンバー・ディスプレイ、ナンバー・リクエストを活用する
　NTT西日本では、70歳以上の契約者、また70歳以上の人と同居している契約者に対してナンバー・
ディスプレイ、ナンバー・リクエストを無料で提供しています。これらを活用し、知らない番号からの
電話には応対しないようにしましょう。

国際電話の利用を止める
　国際電話を使う必要がない人は、利用を休止しましょう。特殊詐欺の犯行に多く使われている海外から
の着信をブロックできます。申し込み・問い合わせは国際電話不取扱受付センター（0120-210-364）まで。
オペレーター案内：平日９時～17時／自動音声案内：平日・土日祝24時間

詐欺に関して「聞きたい！」あれこれ
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詐欺被害に遭いやすいのは高齢者ですか？
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A 　年末年始は家族の集まりが増える時期
です。この機会に、お互いが電話で話す
際に本人だと確認できる「合言葉」を決め
たり、固定電話の機能やサービスの見直
しを行ったりと、家族みんなで防犯対策
に取り組みましょう。
取材協力：兵庫県西宮警察署 生活安全第一課
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SNS型投資詐欺 ロマンス詐欺
SNSを利用して、うその
投資話を持ちかけ金銭を
だまし取る。偽の広告や、
著名人を名乗る人物から
突然DMが来て、うその
投資話を持ちかけられる。

SNSや出会い系サイトで信頼
関係を築いた後、「家族が病気
で治療費が必要」「２人の結婚
資金をためよう」などと言って
金銭を要求する。海外在住者
や高所得者だと名乗る場合が
多い。
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自国ではペットボトルをペンケースに
再利用と説明

「じゃんけんぽん！」
「あいこでしょ！」
とっても強い
じゃんけんおじいちゃん

みんなで折ったカブトを
かぶって記念撮影

今夜のメニューは季節の
野菜たっぷりの落とし揚げなど

熱心に聞き入る自治会の皆さん

ゴールを目指して、みんな一生懸命

堂々とした選手宣誓！

こども食堂C’s
開催場所
開 催 日

対　　象

西宮市門戸東町 7-41
毎月第１日曜日
17：00～19：30

小学1年生～高校生
《参加費無料》

※日程の変更あります

Instagram LINE

KODOMO.SHOKUDOU_CS
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タ
ッ
フ

な
ど
計
34
人
が
参
加
し
て
、
昨
年

８
月
28
日
に「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
交
流
会
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　「甲
東
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

議
は
、平
成
19（
２
０
０
７
）年
か
ら

地
域
や
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、

『
ご
み
の
減
量
や
分
別
』を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境

活
動
支
援
協
会
か
ら
の
依
頼
で
、

日
本
の
廃
棄
物
対
策
を
学
ぶ
た
め

に
来
日
し
た
海
外
の
行
政
官
な
ど

に
『
地
域
に
お
け
る
ご
み
減
量
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
』の
事
例
発
表

な
ど
を
し

て
い
ま
す
」

と
甲
東
エ

コ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会

議
委
員
長

の
山
﨑
由

美
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　「こ
ん
に
ち
は
！
」 

日
が
暮
れ

始
め
た
頃
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

「
こ
ど
も
食
堂
C’s
」に
や
っ
て
来
ま
す
。

　み
ん
な
で
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ

る
場
を
設
け
て
、
少
し
で
も
孤
食

を
減
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

「
こ
ど
も
食
堂
C’s
」を
ス
タ
ー
ト
。そ

の
思
い
に
共
感
し
た
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
今
年
で
４
年
目
と
な
り

ま
す
。

　年
齢
に
関
係
な
く
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
、
季
節
感
を
味

わ
え
る
食
事
を
提
供
し
た
い
と
開

催
し
て
い
ま
す
。

　ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
近
い
こ
の
日
、

子
ど
も
た
ち
は
大
学
生
ス
タ
ッ
フ

の
ク
イ
ズ
に
答
え
、
お
菓
子
を
た

く
さ
ん
も
ら
っ
て
う
れ
し
そ
う
。

約
１
時
間
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　第
１
部
は
甲
東
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
議
の
取
り
組
み
の
発
表
と

意
見
交
換
。
そ
し
て
、
第
２
部
は

折
り
紙
で
カ
ブ
ト
の
折
り
方
を
中

学
生
と
ス
タ
ッ
フ
が
研
修
生
に
教

え
て
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　交
流
会
後

参
加
者
か
ら

は
「
興
味
深

い
、
意
義
の

あ
る
楽
し
い

会
で
し
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は

「
初
め
は
少
し
怖
そ
う
だ
な
と
思

っ
た
が
、
折
り
紙
で
交
流
す
る

と
、
こ
ん
な
に
や
さ
し
い
ん
だ
と

気
付
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
大
切
だ
と
思
っ
た
」「
世
界
に

共
通
す
る
ご
み
問
題
に
関
心
を
持

つ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
自
分
か
ら
一

歩
を
行
動
し
た
い
」「
家
族
と
一
緒

に
考
え
、
分
別
を
意
識
し
て
環
境

を
良
く
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
交
流

会
」
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
わ

り
ま
し
た
。

　「第
50
回
段
上
地
区
ふ
れ
あ
い

運
動
会
」
が
昨
年
10
月
13
日
、
段

上
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会
実
行
委

員
会
主
催
の
下
、
段
上
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
21（
Ｓ
Ｃ
21
）段
上
の
子
ど
も

た
ち
が
鳴
ら
す
ス
タ
ー
タ
ー
ピ
ス

ト
ル
、
一
里

山
町
み
な
み

会
の
子
ど
も

た
ち
の
元
気

な
選
手
宣
誓
、

そ
し
て
藤
井

正
利
Ｓ
Ｃ
21
段
上
会
長
の「
ワ
ン
チ

ー
ム
！
」の
か
け
声
が
、
５
年
ぶ

り
の
開
会
式
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　小
学
１
～
３
年
生
の
「
ミ
ニ
障

害
物
競
走
」
は
、
小
さ
な
体
で
フ

ラ
フ
ー
プ
を
く
ぐ
り
抜
け
る
姿
が

か
わ
い
ら
し
く
、
新
競
技
「
玉
入

れ
in
段
上
」
は
、
１
人
２
球
の
玉

入
れ
に
苦
労
し
な
が
ら
も
多
く
の

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
競
技
で

入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
も
「
お
菓

子
が
も
ら
え
て
家
族
と
一
緒
に
参

加
で
き
る
の
が
い
い
！
」
と
う
れ

し
そ
う
。「
パ
ン
食
い
競
走
」で
は

パ
ン
を
く
わ
え
て
ゴ
ー
ル
す
る
参

加
者
へ
、
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送

　樋
ノ
口
町
１
丁
目
ふ
れ
あ
い
会

館
で
、
昨
年
10
月
５
日
に
「
防
災

出
前
講
座
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
樋
ノ
口
町
１
丁
目
自
治
会

自
主
防
災
部
が

計
画
し
た
も
の

で
す
。
実
施
内

容
は
「
自
然
災

害
に
つ
い
て
」。

講
師
は
市
・
防

災
危
機
管
理
課

の
職
員
が
行
い

ま
し
た
。

　昨
年
の
夏
は

全
国
的
に
記
録

的
な
大
雨
が
あ

り
、
復
興
が
続

く
能
登
地
方
で

も
大
雨
に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
記
録
的
短
時
間
大
雨
が
い
つ

発
生
し
、
災
害
が
い
つ
自
分
た
ち

の
身
に
起
こ
る
の
か
事
前
の
予
想

が
難
し
い
現
状
の
中
で
、
心
構
え

の
た
め
に
も
、
災
害
に
対
し
て
の

備
え
な
ど
の
話
を
聞
き
、
学
び
を

得
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し
た
。

　午
前
、
午
後
を
通
し
て
の
「
自

治
会
対
抗
混
合
リ
レ
ー
」で
は
、全

力
で
走
る
選
手
た
ち
へ
、
ど
の
自

治
会
も
夢
中
で
拍
手
を
送
り
続
け

ま
し
た
。
赤
と
青
の
ポ
ン
ポ
ン
を

振
っ
て
応
援
す
る
自
治
会
も

あ
り
、
観
戦
し
て
い
た
女
性
は

「
リ
レ
ー
は
最
高
ね
。
あ
り
が

と
う
」
と
感
激
し
た
様
子
で
話

し
ま
し
た
。

　閉
会
式
で
は
、
優
勝
旗
と
準

優
勝
杯
の
授
与
が
あ
り
、
全
自
治

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
た
た
え

合
い
ま
し
た
。

　「地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ

っ
て
開
催
に
た
ど
り
つ
け
た
」「
大

勢
の
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
く
れ
た
」
な
ど
、
運
動
会
を

通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な

感
謝
の
声

を
聞
く
こ

と
が
で
き
、

地
域
の
絆

が
深
ま
る

１
日
と
な

り
ま
し
た
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて61年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！

広告

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

で
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
15
回
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
た
け
れ
ど
、
勝
て
な

か
っ
た
」
と
、
楽
し
そ
う
に
話
す

子
が
い
ま
し
た
。

　お
か
ず
の
盛
り
付
け
を
み
ん
な

で
手
伝
い
、
年
の
近
い
大
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
隣
に
座
っ
て
楽
し
い
食

事
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い

ま
す
が
、
食
材
の
仕
入
れ
の
都
合

で
、
事
前
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
予
約
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ

る
人
は
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　市
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
「
防

災
マ
ッ
プ
」
を
広
げ
な
が
ら
、
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
所
に
ど
の

よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
、
避
難

所
は
ど
こ
な
の
か
を
確
認
し
ま
し

た
。
「
避
難
場
所
と
し
て
樋
ノ
口

小
学
校
、
甲
武
中
学
校
と
あ
る
が
、

災
害
に
よ
っ
て
行
く
場
所
が
違
う

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」
と
話
す

参
加
者
も
い
て
、
細
か
い
所
ま
で

マ
ッ
プ
を
見

て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し

ま
し
た
。「
防

災
マ
ッ
プ
が

家
に
あ
る
こ

と
は
知
っ
て

い
る
が
、
広

げ
て
み
た
の

は
今
日
が
初

め
て
」
と
い

う
人
も
い
ま

し
た
。
見
て

知
る
こ
と
、

家
族
と
一
緒
に
見
て
話
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　講
座
の
最
後
に
質
疑
応
答
が
あ

り
ま
し
た
が
、
答
え
ら
れ
な
い
こ

と
は
一
度
持
ち
帰
り
、
後
日
、
丁

寧
な
回
答
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

※
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
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自国ではペットボトルをペンケースに
再利用と説明

「じゃんけんぽん！」
「あいこでしょ！」
とっても強い
じゃんけんおじいちゃん

みんなで折ったカブトを
かぶって記念撮影

今夜のメニューは季節の
野菜たっぷりの落とし揚げなど

熱心に聞き入る自治会の皆さん

ゴールを目指して、みんな一生懸命

堂々とした選手宣誓！

こども食堂C’s
開催場所
開 催 日

対　　象

西宮市門戸東町 7-41
毎月第１日曜日
17：00～19：30

小学1年生～高校生
《参加費無料》

※日程の変更あります
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Ｃ
Ｏ
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、
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テ
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な
ど
計
34
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て
、
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年
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28
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に「
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交
流
会
」が
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わ
れ
ま
し
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エ
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コ
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ら

地
域
や
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ど
も
た
ち
に
向
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て
、
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ご
み
の
減
量
や
分
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テ
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マ

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

か
ら
は
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Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境

活
動
支
援
協
会
か
ら
の
依
頼
で
、

日
本
の
廃
棄
物
対
策
を
学
ぶ
た
め

に
来
日
し
た
海
外
の
行
政
官
な
ど

に
『
地
域
に
お
け
る
ご
み
減
量
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
』の
事
例
発
表

な
ど
を
し

て
い
ま
す
」

と
甲
東
エ

コ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会

議
委
員
長

の
山
﨑
由

美
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　「こ
ん
に
ち
は
！
」 

日
が
暮
れ

始
め
た
頃
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

「
こ
ど
も
食
堂
C’s
」に
や
っ
て
来
ま
す
。

　み
ん
な
で
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ

る
場
を
設
け
て
、
少
し
で
も
孤
食

を
減
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

「
こ
ど
も
食
堂
C’s
」を
ス
タ
ー
ト
。そ

の
思
い
に
共
感
し
た
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
今
年
で
４
年
目
と
な
り

ま
す
。

　年
齢
に
関
係
な
く
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
、
季
節
感
を
味

わ
え
る
食
事
を
提
供
し
た
い
と
開

催
し
て
い
ま
す
。

　ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
近
い
こ
の
日
、

子
ど
も
た
ち
は
大
学
生
ス
タ
ッ
フ

の
ク
イ
ズ
に
答
え
、
お
菓
子
を
た

く
さ
ん
も
ら
っ
て
う
れ
し
そ
う
。
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は
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エ
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コ
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ィ
会
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の
取
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組
み
の
発
表
と

意
見
交
換
。
そ
し
て
、
第
２
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は

折
り
紙
で
カ
ブ
ト
の
折
り
方
を
中
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と
ス
タ
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フ
が
研
修
生
に
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え
て
親
睦
を

深
め
ま
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た
。
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後

参
加
者
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ら

は
「
興
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深
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、
意
義
の

あ
る
楽
し
い
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で
し
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

初
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て
参
加
し
た
中
学
生
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ら
は
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初
め
は
少
し
怖
そ
う
だ
な
と
思

っ
た
が
、
折
り
紙
で
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流
す
る

と
、
こ
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な
に
や
さ
し
い
ん
だ
と

気
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い
て
、
コ
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切
だ
と
思
っ
た
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世
界
に
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通
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ご
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問
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に
関
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を
持
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と
を
忘
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ず
、
自
分
か
ら
一
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を
行
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た
い
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家
族
と
一
緒

に
考
え
、
分
別
を
意
識
し
て
環
境

を
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く
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
交
流

会
」
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
わ

り
ま
し
た
。
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50
回
段
上
地
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ふ
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あ
い

運
動
会
」
が
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日
、
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上
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運
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実
行
委

員
会
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下
、
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上
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開
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れ
ま
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上
の
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が
鳴
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す
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、
一
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町
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な
み

会
の
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ど
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の
元
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な
選
手
宣
誓
、

そ
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Ｓ
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！
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け
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が
、
５
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の
開
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式
を
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り
上
げ
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。
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プ
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く
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、
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技
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入
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に
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も
多
く
の
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え
て
ゴ
ー
ル
す
る
参

加
者
へ
、
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送

　樋
ノ
口
町
１
丁
目
ふ
れ
あ
い
会

館
で
、
昨
年
10
月
５
日
に
「
防
災

出
前
講
座
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
樋
ノ
口
町
１
丁
目
自
治
会

自
主
防
災
部
が

計
画
し
た
も
の

で
す
。
実
施
内

容
は
「
自
然
災

害
に
つ
い
て
」。

講
師
は
市
・
防

災
危
機
管
理
課

の
職
員
が
行
い

ま
し
た
。

　昨
年
の
夏
は

全
国
的
に
記
録

的
な
大
雨
が
あ

り
、
復
興
が
続

く
能
登
地
方
で

も
大
雨
に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
記
録
的
短
時
間
大
雨
が
い
つ

発
生
し
、
災
害
が
い
つ
自
分
た
ち

の
身
に
起
こ
る
の
か
事
前
の
予
想

が
難
し
い
現
状
の
中
で
、
心
構
え

の
た
め
に
も
、
災
害
に
対
し
て
の

備
え
な
ど
の
話
を
聞
き
、
学
び
を

得
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し
た
。

　午
前
、
午
後
を
通
し
て
の
「
自

治
会
対
抗
混
合
リ
レ
ー
」で
は
、全

力
で
走
る
選
手
た
ち
へ
、
ど
の
自

治
会
も
夢
中
で
拍
手
を
送
り
続
け

ま
し
た
。
赤
と
青
の
ポ
ン
ポ
ン
を

振
っ
て
応
援
す
る
自
治
会
も

あ
り
、
観
戦
し
て
い
た
女
性
は

「
リ
レ
ー
は
最
高
ね
。
あ
り
が

と
う
」
と
感
激
し
た
様
子
で
話

し
ま
し
た
。

　閉
会
式
で
は
、
優
勝
旗
と
準

優
勝
杯
の
授
与
が
あ
り
、
全
自
治

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
た
た
え

合
い
ま
し
た
。

　「地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ

っ
て
開
催
に
た
ど
り
つ
け
た
」「
大

勢
の
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
く
れ
た
」
な
ど
、
運
動
会
を

通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な

感
謝
の
声

を
聞
く
こ

と
が
で
き
、

地
域
の
絆

が
深
ま
る

１
日
と
な

り
ま
し
た
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて61年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！

広告

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

で
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
15
回
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
た
け
れ
ど
、
勝
て
な

か
っ
た
」
と
、
楽
し
そ
う
に
話
す

子
が
い
ま
し
た
。

　お
か
ず
の
盛
り
付
け
を
み
ん
な

で
手
伝
い
、
年
の
近
い
大
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
隣
に
座
っ
て
楽
し
い
食

事
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い

ま
す
が
、
食
材
の
仕
入
れ
の
都
合

で
、
事
前
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
予
約
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ

る
人
は
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　市
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
「
防

災
マ
ッ
プ
」
を
広
げ
な
が
ら
、
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
所
に
ど
の

よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
、
避
難

所
は
ど
こ
な
の
か
を
確
認
し
ま
し

た
。
「
避
難
場
所
と
し
て
樋
ノ
口

小
学
校
、
甲
武
中
学
校
と
あ
る
が
、

災
害
に
よ
っ
て
行
く
場
所
が
違
う

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」
と
話
す

参
加
者
も
い
て
、
細
か
い
所
ま
で

マ
ッ
プ
を
見

て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し

ま
し
た
。「
防

災
マ
ッ
プ
が

家
に
あ
る
こ

と
は
知
っ
て

い
る
が
、
広

げ
て
み
た
の

は
今
日
が
初

め
て
」
と
い

う
人
も
い
ま

し
た
。
見
て

知
る
こ
と
、

家
族
と
一
緒
に
見
て
話
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　講
座
の
最
後
に
質
疑
応
答
が
あ

り
ま
し
た
が
、
答
え
ら
れ
な
い
こ

と
は
一
度
持
ち
帰
り
、
後
日
、
丁

寧
な
回
答
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

※
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
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私
の
通
学
路

絵

　段
上
小
学
校

１
年

　上こ
う
づ
き月

彩い
ろ
は花

「
楽
し
い
学
校
」

街
か
ど
の
ス
ケ
ッ
チ

　中
学
３
年
生
の
初
め
に
他
県
か

ら
仁
川
沿
い
の
家
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
引
っ
越
し
て
き
て
か

ら
２
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　中
学
３
年
生
の
時
は
甲
東
園
に

あ
る
駅
前
の
塾
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
１
日
中
塾
に
居
る
時
や
空
腹

時
に
は
、
阪
急
甲
東
園
駅
の
周
辺

に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
ご
飯

を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
種
類
の
お
店
が
あ
り
、
食
事
に

は
飽
き
な
か
っ
た
の
が
良
か
っ
た

で
す
。
今
で
も
甲
東
園
に
行
く
と
、

受
験
生
だ
っ
た
頃
を
思
い
出
し
ま

す
。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
駅
の
周

辺
で
す
。

　塾
や
周
り
の
環
境
の
お
か
げ
も

あ
り
、
第
一
志
望
の
市
立
西
宮
高

校
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
入
学
し
て
か
ら

１
年
弱
が
過
ぎ
ま
し
た
。
友
達
に

も
恵
ま
れ
、
毎
日
部
活
動
に
勉
強

と
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
通
学
路
に
も
慣
れ
ま

し
た
。
気
に
入
っ
て
い
る
の
で
少

し
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　仁
川
沿
い
に
家
が
あ
る
の
で
、

仁
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら

自
転
車
を
こ
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
下
流
か
ら
上
流
に
向
か

う
た
め
傾
斜
が
あ
り
大
変
で
す
が
、

仁
川
の
水
量
が
多
か
っ
た
り
少
な

か
っ
た
り
、
水
が
流
れ
て
い
な
い

時
も
あ
り
、
毎
日
違
っ
た
顔
を
見

せ
て
く
れ
る
の
で
変
化
を
楽
し
み

な
が
ら
こ
い
で
い
ま
す
。

　阪
急
仁
川
駅
の
前
で
は
小
学
生

か
ら
会
社
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方

と
す
れ
違
う
の
で
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
元
気
を
も
ら
え

ま
す
。
踏
切
を
待
つ
間
は
嫌
だ
な

あ
と
思
い
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
す

が
、
電
車
が
通
っ
た
時
に
阪
急
電

車
の
マ
ル
ー
ン
カ
ラ
ー
と
仁
川
が

絵
に
な
る
な
と
感
じ
る
時
が
あ
り

ま
し
た
。

　仁
川
沿
い
か
ら
離
れ
、
短
い
坂

を
登
り
ま
す
。
そ
の
日
の
気
分
に

よ
っ
て
関
西
学
院
大
学
の
前
を
通

っ
た
り
、
甲
陵
中
学
校
の
前
を
通

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
関
西
学
院

大
学
の
前
で
は
バ
ス
や
車
、
人
が

行
き
来
し
て
お
り
、
活
気
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
甲

陵
中
学
校
と
県
立
西
宮
高
校
の
前

で
は
吹
奏
楽
部
の
楽
器
の
音
が
聞

こ
え
て
く
る
の
で
、
少
し
優
雅
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　こ
こ
を
抜
け
る
と
下
り
坂
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
学
校
に
着
き
ま

す
。
自
然
豊
か
で
人
々
の
活
気
を

感
じ
な
が
ら
通
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

仁
川
町

　Ｍ
・
Ａ

エッセイ
わたしの甲東

　  第388号 令和 7年 1月 1日ふ る さ と 甲 東⑴
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※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

お
わ
び
と
訂
正

 

『
宮
っ
子
』令
和
６
年
11・
12
月
号
の

５
ペ
ー
ジ
の
地
図
記
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
左
の
図
の

通
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

☆
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ひ
み
つ

日
時

　 ３
月
10
日
㈪

講
師

　Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ
認
定

　
　
　ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト

森
　と
も
み
氏

場
所

　第
２
集
会
室

定
員

　10
人

材
料
費

　１
０
０
０
円（
当
日
集
金
）

申
し
込
み

　 ２
月
17
日
㈪

☆
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト

日
時

　 ３
月
23
日
㈰（

開
場
13
時
）

出
演

　関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

場
所

　講
堂

定
員

　当
日
先
着
80
人

段
上
公
民
館

�

☎
53
・
0
9
3
1

☆�

は
な
し
に
な
ら
な
い
話

　～
あ
な
た
の
歯
磨
き
は

間
違
っ
て
い
る
か
も
～

日
時

　１
月
27
日
㈪

講
師

　歯
科
医
　井
藤
　寛
治
氏

定
員

　40
人

申
し
込
み

　事
前
申
し
込
み
不
要

持
ち
物

　歯
ブ
ラ
シ

☆
質
の
良
い
睡
眠
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
運
動
講
座

　～
背
骨
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

自
律
神
経
を
整
え
よ
う
～

日
時

　２
月
13
日
㈭

講
師

　

Sintex® 

認
定
ト
レ
ー
ナ
ー

繁
田
　み
の
り
氏

定
員

　30
人

申
し
込
み

　事
前
申
し
込
み
不
要

☆
ザ
・
コ
ン
サ
ー
ト

　〟心
躍
ら
す

 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
〝

日
時

　 ３
月
16
日
㈰

演
奏
者

　イ
サ
ジ
ャ
ミ
ン
グ
氏

定
員

　60
人

申
し
込
み

　事
前
申
し
込
み
不
要

☆
子
供
乗
馬
教
室

　～
初
め
て
の
人
た
ち
の
た
め
の

乗
馬
教
室
～

日
時

　 ３
月
27
日
㈭

講
師

　阪
神
競
馬
場

　
　
　乗
馬
セ
ン
タ
ー
指
導
員

定
員

　 ９
人

対
象

　小学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生

申
し
込
み

　来館
受
付

　
　
　３
月
５
日
㈬

受
付
後
抽
選
と
な
り
ま
す

�
☎
51
・
3
7
4
8

☆
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」

　～
蔦つ

た
じ
ゅ
う重

栄え
い
が華

乃の

夢ゆ
め

噺ば
な
し

～

日
時

　 １
月
19
日
㈰

講
師

　
元
西
宮
市
立
西
宮
東
高
校 
教
頭

　霜
澤
　喜
代
子
氏

場
所

　講
堂

定
員

　当
日
先
着
60
人

☆
展
覧
会
が
10
倍
面
白
く
な
る

ア
ー
ト
鑑
賞
講
座

日
時

　 ２
月
９
日
㈰
⓭
時
㉚
分
　

　
　～
⓯
時

講
師

　ア
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

　
　
　美
術
検
定
１
級

薮
田
　雪
子
氏

場
所

　講
堂

定
員

　当
日
先
着
50
人

甲
東
公
民
館

高
木
公
民
館

�

☎
65
・
1
5
6
9

☆
み
ん
な
で
あ
そ
べ
る
ゲ
ー
ム

日
時

　１
月
13
日

講
師

　
武
庫
川
女
子
大
学
の
皆
さ
ん

場
所

　 3
階
講
堂

定
員

　40
人

参
加
費

　無
料

申
し
込
み

　公
民
館
に
問
い
合
わ
せ
て

　
　
　く
だ
さ
い

☆
人
形
浄
瑠
璃
の
源
流

　〟え
び
す
か
き
〝
継
承

日
時

　２
月
16
日
㈰

出
演

　人
形
芝
居
え
び
す
座

太
夫
　
　松
田
　恵
司
氏

囃は
や
し子
方
　細
井
　泰
江
氏

場
所

　3
階
講
堂

定
員

　当
日
先
着
60
人

参
加
費

　無
料

☆
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

　「大
な
わ
」

日
時

　１
月
27
日
㈪
16
時
30
分
～

１
月
28
日
㈫
16
時
30
分
～

１
月
29
日
㈬
16
時
30
分
～

対
象

　小
学
生

☆
は
じ
め
ま
し
て

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

日
時

　 ２
月
20
日
㈭

対
象

　令
和
６
年
８
月
１
日
以
降

　
　
　生
ま
れ
の
子
と
母
親

　
　
　（初
参
加
優
先
）

　
　
　１
歳
以
上
の
き
ょ
う
だ
い

　
　
　の
参
加
不
可

申
し
込
み

　オン
ラ
イ
ン

段
上
児
童
館

�

☎
53
・
8
3
0
3

☆
よ
ち
よ
ち
広
場

　「生
活
習
慣
に
つ
い
て
」

日
時

　１
月
21
日
㈫

対
象

　０
～
２
歳

申
し
込
み

　オ
ン
ラ
イ
ン

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

⓾
時
～

⓫
時
㉚
分

12
時
㉚
分

～
13
時

⓾
時
㉚
分
～

⓫
時
㉚
分

⓾
時
㉚
分
～

⓫
時
㉚
分

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

約
１
時
間

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

13
時
㉚
分
～

15
時

12
時
～

12
時
㉚
分

文
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